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南 和枝さん／雨水利用を市民団体と企業とのパートナーシップで

（ご意見・ご感想宛先）メール・FAX・郵送でお送りください
【E-mail】newsletter@kankyoshimin.org　【FAX】075-211-3531【HP から投稿】http://kankyoshimin.u_me.jp/modules/ybb.s
【郵 送】〒 604-0932 京都市中京区寺町通二条下ル 呉波ビル 3 階 NPO 法人環境市民 みどりのニュースレター編集部 宛

　企業の専門的知識や技術を市民活動と協働でき
たら……課題の解決がより早く進むと考えたことは
ありませんか。
　私は都市河川「千ノ川」の環境保全を目的に活動
しています。スタッフは少数化し課題は山積。そこで
雨水利用について水環境に取り組む企業である日本
雨水浸透施設工業会の岡村会長に協力をお願いし
ました。協働に一歩踏み出してみると専門知識や技
術は目標の実現に大変有効でした。流域企業との協
力で雨水浸透・貯留の推進やモデル貯留タンクの設
置までこぎつけ、やっと個人宅への雨水タンクづくり
が具体化してきました。今後はこの実績を活かして
行政にも提案できます。市民団体と企業の協働は、
コンセプトの一致が一番大切。最初は協力から始め、
お互いがCSRや協働の意味を十分検討することが

重要です。対企業とは言
え、人と人との信頼関係
が一番大切ですね。

新会員 寄付

（五十音順敬称略）　ありがとうございました！

富
とみおか

岡 利
り え

恵さん（名古屋市）
　8 月 7 日入会

今月の
ありがとう！

目立たないところでも、お力
を貸してくださった方々に、
感謝をこめて—。

富岡 利恵

新会員の方々・寄付

　来年の洞爺湖サミットに向け、私たち市民が働きかけることで名古屋市から二酸化
炭素排出 50％削減宣言をとりつけたいと考えています。そのノウハウを学びたいと考
え、環境市民に入会しました。（取材 / ニュースレター編集部　藤岡 洋貴）

【ニュースレターの発送】
柿元 理世／窪井 千鶴子／久保 友美／辻野 隆雄／東 広之／
宮本 こころ

【その他】
久保 友美／辻野 隆雄／判仲 加江／藤井 千穂　

（五十音順敬称略）

み ど り の

瓦 版

7 月 14 日から 8 月 13 日

環境市民＊法人会員さん紹介 環境市民の法人会員は現在 12 団
体。毎月 1 団体ずつご紹介します。

第 8 回：箕輪町役場
住民環境課 生活環境係
市川 健二さん

　第 6 回環境首都コンテスト
に初出場し、ランキングは 74
自治体中 66 位。信州の真ん中、
人口 2 万 6 千人の「赤そばの町」
箕輪町です。

　農業を中心とした自然豊かな町に、中央自動車道が縦貫し
たことにより、企業の進出、これら企業に働く方の転入によ
る人口増、大型店の進出、と展開し、ここ 20 年くらいで町
の自然環境と住民の暮らしは大きく変化しました。
　「このサイズを活かした自立」を決め、合併しないことを決
意した町の皆さんと策定した第 4 次振興計画により、「環境
にやさしいまちづくり」に取り組んできました。
　全国自治体初の ｢ エコアクション 21｣ 認証取得、廃食用油
精製の BDF による巡回バス運行開始など、多少の自負もあ
り、遅れ馳せながらコンテストにエントリーしてはみたもの
の、質問票をみて目が覚めました。今は、第 6 回質問票を眺
めながら、第 10 回コンテストを終えたところでの、我が箕
輪町の姿を思い描いています。

環境クイズ　

Q. 全国の自販機が 1 年間に消費する
電力量は、何世帯（4 人世帯）が使
用する電力量になるでしょう？

（1）約 50 万世帯
（2）約 100 万世帯　
（3）約 150 万世帯　
（4）約 200 万世帯

※正解は次号でお知らせします。
クイズ正答者には、抽選でお一方に粗品
を進呈します。解答、住所、氏名、電話
番号を明記して下記までご応募ください。

8 月クイズの解答 ……（D）-18℃ 

　地球の大気の中に含まれる温室効果ガ
スには、太陽から届いた熱を吸収して地
表面を暖める効果があります。もしこの
温室効果ガスがまったくなかったら、地
球の平均気温は -18℃というとても生物
が住めない所になってしまいます。
参考：独立行政法人国立環境研究所の
ウェブサイト

五感と頭を
フル活用！

新入会員
インタビュー ……

編集／ニュースレター編集部 風岡 宗人
　　　　　　　　　　　　　 角出 貴彦

「エコハウスみのわ」でのBDF精製
作業の様子

環境共育チーム SKIP の環境プログラム「エコファイター
ショー」をモチーフとしています。

イラスト：かわみん

東新住建株式会社
長崎 純一
長崎 悠歩

長崎 大樹
山本 美菜　

★新コーナー★　全国で活躍する環境市民の会員さんが、「みどりの特派員」
として地域の活動や思いを紹介します。この記事がきっかけとなり、新たな環
境市民ネットワークの創出ができればいいな。

み
ど

りの

特派員便り

南 和枝さん……
湘南茅ヶ崎に在住。アロハシャツを着て冷房をさけ潮風を
感じようと、商工会議所が中心となって4年前から実施する
アロハ・ビズに参加。神奈川環境市民ネットワークの一員と
なり知識や情報を得ながら活動を楽しむ。　

ジャスコ茅ヶ崎店に設置した
モデルタンク

★データで見る環境市民は今後、随時掲載です。
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か
ん
き
ょ
う
し
み
ん
ぶ
ん
の
い
ち

環
境
市
民
の
会
員
を
紹
介
し
ま
す

■
偶
然
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
出
会
い

　
「
こ
う
い
う
個
人
的
な
偶
然
を
話
し
て
い
い
の
か
な
」
と
、

ド
キ
ッ
と
さ
せ
る
話
の
始
ま
り
。
人
を
話
に
引
き
込
む
の
が

上
手
い
。
高
校
時
代
か
ら
「
べ
平
連
」
に
共
感
し
、
大
学
生

に
な
っ
た
ら
入
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
大
学
入
学
直

後
、
ベ
ト
ナ
ム
和
平
で
「
べ
平
連
」
は
解
散
し
て
し
ま
っ
た
。

　
「
大
学
生
に
な
っ
た
ば
か
り
の
頃
に
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
に
夜
中
の
大
阪
の
街
を
ゆ
っ
く
り
歩
こ
う
と
い
う
イ
ベ
ン
ト

が
新
聞
に
載
っ
て
た
ん
で
す
。
お
も
し
ろ
そ
う
や
な
、
と
。
説

明
会
に
行
く
と
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
る
趣
旨
の

『
大
阪
交
通
遺
児
を
励
ま
す
会
』
の
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
。
当
日

は
事
務
局
で
電
話
番
で
し
た
。
弱
冠
18
歳
の
僕
が
問
い
合
わ

せ
て
き
た
新
聞
社
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
記
者
と
話
す
ん
で
す
よ
」
と

当
時
を
ふ
り
か
え
る
。「
今
、
俺
は
世
の
中
を
変
え
て
い
る
か

も
…
…
。
一
種
の
幻
想
な
の
だ
け
ど
」
と
感
じ
て
、『
大
阪
交

通
遺
児
を
励
ま
す
会
』
の
活
動
に
は
ま
る
。
そ
の
会
の
活
動

拠
点
が
現
在
の
職
場
で
あ
る
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
だ
っ
た
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
二
つ
の
段
階
が
あ
る
と
い
う
。
最
初
は

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
手
軽
に
楽
し
く
」
と

い
う
段
階
。
こ
の
段
階
な
ら
ば
、
い
つ
止
め
て
も
い
い
。
と
こ

ろ
が
、
次
は
「
僕
が
止
め
る
と
困
る
と
い
う
責
任
を
背
負
い

込
む
」
段
階
だ
と
い
う
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
２
年
目
に
こ
の
段
階

に
到
達
し
て
し
ま
う
。『
大
阪
交
通
遺
児
を
励
ま
す
会
』
の

代
表
に
な
っ
た
の
だ
。
取
材
も
受
け
、
よ
く
マ
ス
コ
ミ
に
も
登

場
す
る
。
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
広
報
誌
編
集
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
も
か
か
わ
り
始
め
る
。
取
材
に
も
行
く
よ
う
に
な

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
生
活
に
占
め
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い

く
。
卒
業
が
近
づ
い
て
い
た
。
第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
あ

ま
り
景
気
も
よ
く
な
さ
そ
う
。

　
「
理
科
系
の
大
学
だ
か
ら
、
親
は
堅
い
就
職
を
望
ん
で
い
た

け
れ
ど
、一
回
し
か
な
い
人
生
だ
し
…
…
」。
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
会
に
就
職
さ
せ
て
く
だ
さ
い
と
頼
ん
だ
が
、「
断
ら
れ
ま

し
た
。
財
政
が
不
安
定
な
こ
こ
は
、
新
卒
の
人
が
来
る
と
こ

や
な
い
。
キ
ャ
リ
ア
積
ん
だ
人
が
来
る
と
こ
や
っ
て
」
と
。

■
フ
ラ
ン
ス
、ベ
ル
ギ
ー
の
福
祉
施
設
で「
個
人
主
義
」を
知
る

　
こ
こ
か
ら
が
、
人
生
の
面
白
い
と
こ
ろ
で
、
当
時
の
大
阪
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
事
務
局
長
、
今
の
理
事
長
が
「
早
瀬
く
ん
、

イ
ギ
リ
ス
行
か
へ
ん
か
」
の
ひ
と
言
で
、
な
ぜ
か
フ
ラ
ン
ス
に

行
っ
て
し
ま
う
の
だ
。「
そ
の
組
織
の
本
部
が
フ
ラ
ン
ス
に
あ
っ

た
の
と
、フ
ラ
ン
ス
語
も
学
ん
で
い
た
か
ら
」
と
い
う
こ
と
だ
が
、

本
人
曰
く
「
今
も
痛
恨
の
極
み
」
だ
と
い
う
。「
あ
の
時
イ
ギ

リ
ス
に
行
っ
て
い
た
ら
…
…
。
フ
ラ
ン
ス
語
は
実
際
上
、
何
の

役
に
も
た
た
へ
ん
」。

　
フ
ラ
ン
ス
の
知
的
障
害
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
働
き
、
半
年
後
、
ベ
ル
ギ
ー
の
施
設
に
移
り
た
い
意

志
を
示
し
た
。
施
設
の
責
任
者
の
反
応
は
「
君
に
は
隣
の
施

設
で
頑
張
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
た
」。「
だ
っ
た
ら
、喜
ん
で
」

と
言
っ
た
ら
、
怒
ら
れ
た
。「
君
は
一
体
何
が
し
た
い
の
？ 

そ

れ
を
は
っ
き
り
し
な
さ
い
」。
ハ
ッ
と
し
た
。「
個
人
主
義
の
社

会
で
は
自
分
自
身
の
考
え
が
基
本
。「
和
を
以
っ
て
尊
し
と
な

す
」
の
日
本
と
違
い
、m

ake a difference

、
変
化
を
生

み
出
そ
う
、が
基
本
な
ん
で
す
よ
」。
そ
ん
な
気
づ
き
の
な
か
で
、

「
世
の
中
の
シ
ス
テ
ム
を
変
え
ん
と
い
か
ん
」
と
大
阪
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
会
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
、
帰
国
し
た
１
９
７
８
年
、

念
願
か
な
っ
て
就
職
を
果
た
す
。

■
市
民
活
動
の
新
し
い
時
代
を

　
事
務
局
長
に
就
任
し
た
１
９
９
１
年
は
、
プ
ラ
ザ
合
意
後

の
円
高
に
対
応
す
る
た
め
日
本
の
企
業
が
ア
メ
リ
カ
に
進
出

し
て
い
っ
た
頃
。
ア
メ
リ
カ
の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
企
業
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
企
業
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
投
資
す
る
」
思
想
が
だ
ん
だ
ん

日
本
に
も
浸
透
し
、
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
も
企
業
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
深
め
て
い
っ
た
。

　
新
事
務
局
長
と
し
て
、
ど
う
改
革
し
て
い
こ
う
か
考
え
て
い

た
早
瀬
さ
ん
は
、
企
業
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
づ
く
り
を
始

め
る
。
企
業
が
、
次
世
代
を
担
う
幹
部
候
補
生
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

の
協
働
の
場
に
送
り
出
し
て
き
た
こ
と
に
、
企
業
の
期
待
も

感
じ
ら
れ
る
。
企
業
に
と
っ
て
も
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
組
む
と
力
に
な

る
」
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
た
。

　

多
忙
な
今
も
、
広
報
誌
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
出
席
し
、
原

稿
に
目
を
通
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
編
集
委
員
達
と
の
つ
な

が
り
も
大
切
。「
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
議
論
し
な
が
ら
新
し
い

市
民
活
動
の
姿
を
切
り
開
い
て
行
く
の
が
い
い
」
そ
う
で
あ
る
。

「
市
民
的
メ
デ
ィ
ア
の
訴
求
力
を
も
っ
と
高
め
て
い
き
た
い
。

環
境
市
民
も
『
環
境
市
民
は
こ
う
考
え
る
』
と
い
う
主
張
を

も
っ
と
出
し
て
も
い
い
の
で
は
」
と
も
。「
頑
張
っ
て
い
る
人
達

を
支
え
た
い
」
そ
れ
が
、
基
本
。
こ
れ
か
ら
も
、
そ
れ
は
変
わ

ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
（
聞
き
手
・
撮
影
／
千
葉 

有
紀
子
）

早
瀬 

昇
さ
ん

みどりの
ニュースレター
No.173

次号
予告

現在
編集中！2007年

10月号

第
27
回

編集部（五十音順）

特集：原発を考える（仮）

社
会
福
祉
法
人
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会　
常
務
理
事
・
事
務
局
長
。
今
回
、
環
境
市
民
の
新
理
事
に
就
任
。

熱
烈
な
阪
神
フ
ァ
ン
で
あ
る
。

編集後記

面
白
い
人
達
と
、面
白
い
こ
と
作
っ
て
い
き
た
い
。

あ
れ
も
こ
れ
も
、企
業
も
行
政
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
。

有川 真理子 乾 孝史 角出 貴彦 
駒 ゆき香 久保 友美 島津 源紀 
田麦 誠 千葉 有紀子 東 広之 
藤岡 洋貴 松澤 京子 安江 晃子 
吉田 佳代 
下司 智子（デザイン・レイアウト）

　初めてニュースレターの記事を書きました。なぜか
２つもあって。６月からニュースレター編集部に参加
させてもらったのですが、早々に緑のカーテンをつく
ることになりました。記事でも書きましたが普段では
味わえない大変貴重な経験になっていると自分で感じ
ています。まだまだ未熟ですが、今後ニュースレター
編集部での様々な経験を通して精進していきたいと思
います。　  　　（ニュースレター編集部　島津 源紀）

　

　新潟中越沖地震による柏崎刈羽原発の事故
をきっかけに、原発問題の議論がおきていま
す。原発のコスト、持続性、温暖化への効果
を客観的に考えます。
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境
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環
境
市
民
の
会
員
を
紹
介
し
ま
す

か
ん
き
ょ
う
し
み
ん
ぶ
ん
の
い
ち



21 世紀
地球を、地域を、生活を、
持続可能な豊かさに

環境市民
Citizens Environmental Foundation 

（発行）　特定非営利活動法人　環境市民　　（代表）杦本 育生　（発行人）堀 孝弘
【TEL】 075-211-3521【IP 電話】 050-3581-7492【FAX】 075-211-3531 
【E-mail】  life@kankyoshimin.org  【URL】  http://www.kankyoshimin.org 
〒 604-0932 京都市中京区寺町通二条下ル呉波ビル 3 階　（月から金　午前 10:00 から午後 6:00）

環境市民 東海事務所
【TEL&FAX】 052-521-0095 【IP 電話】050-3604-6182
【E-mail】  tokai@kankyoshimin.org  【URL】  http://www.kankyoshimin.org /tokai/
〒 451-0062　名古屋市西区花の木 1-12-12　AOI ビル 4 階

環境市民 滋賀事務所
【TEL】 077-522-5837【E-mail】  cefshiga@kankyoshimin.org
〒 520-0046　大津市長等 2 丁目 9-12　竺 文彦気付
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町
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環境市民に入会しよう！
種別
個人会員
ペア会員
シニア・学生会員
ファミリー会員
助成会員

入会金
1,000円
2,000円

ー　　  
2,000円

ー　　
ー　　

年会費
4,000円
6,000円
3,000円
8,000円

10,000円
50,000円

会員特典
 □月刊会報誌「みどりのニュースレター」をお届けいたします。
 □行事などの参加費を割引させていただきます。
 □会員専用ブログ「ボランティア広場」への参加ができます。
 □環境に関する様々な情報を得たり、また質問や相談ができます。

会費の振込み方法
 （1） 郵便振替振込用紙に、住所・氏名・電話番号・会員の種類・ 
   送金内容事項をご記入の上、「年会費 + 入会金」をご入金ください。
   （※シニア・学生・助成・特別助成会員は入会金不要）

 （2） ご入金を確認後、最新のニュースレターと会員バッジ、入会記念と
   してポストカードをお届けします。

環境市民は、多くのボランティアと会員の皆さんの参加によって支えられています。
「持続可能で豊かな社会づくり」のために、ぜひ会員になって環境市民の活動を応援してください !

会費

会費・寄付のお振込み先　【郵便振替】口座番号：01020-7-76578 　加入者名：環境市民

♥ 寄付をする…　住所・氏名・電話番号・寄付金額をご明記の上、下記の振込先へお振り込みください。
～あなたのご支援が環境市民を支えます～

*年会費は一口以上

50,000円
2,000円  

1口 50,000 円
1口10,000 円 

営利法人会員 *
非営利法人会員 *

一括　80,000 円
特別助成会員
終身会員

今月の特集でも紹介したように、地球温暖化防止を分かりやすく解説した DVD を松下電器
産業株式会社のご協力により制作しました。貴重な映像、写真、研究成果、データを駆使

し、世界各地で起こっている温暖化の影響、将来の影響予測、そして私たちが毎日の暮らし、行
動から何ができるかを紹介しています。IPCC 第４次評価報告書の情報も加え、地球温暖化の今
を知る、そして誰でもわかりやすい解説、構成です。

こんなときに便利！
・KES、ISO 取得企業の社員研修
・学校の環境教育
・地域での温暖化防止活動の教材 
・環境関連施設、図書館などの資料

 内容
 １ 地球の現実　自然の変化
 ２ 世界の現実　異常気象　海面上昇
 ３ 私達の生存への影響　現実と将来予測
 ４ 地球温暖化の原因　気温上昇
 ５ 私たちから温室効果ガスを減らす 

　時　間 ： 30 分 45 秒
　制　作 ： 特定非営利活動法人環境市民、プロダクション・スコーポ
　協　力 ： 松下電器産業株式会社　　　
　著　作 ： 特定非営利活動法人　環境市民
　価　格 ： 2,100 円（消費税込、送料無料） ※振込手数料はご負担ください。 

　申込み ： 氏名、組織名、本数、住所、電話番号、振込方法の希望（銀行
  または郵便局）を環境市民 京都事務局までご連絡ください。
（申込み先）環境市民 京都事務局
電 話　075-211-3521（土日はお休み）　FAX　075-211-3531
 E-mail　life@kankyoshimin.org　※タイトルに【DVD 希望】と入れてください。
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…… 地球温暖化防止をわかりやすく解説！DVD「未来の選択」


